
配布先のコストゼロで導入らくらく！

症例らくらく回収システムFileMaker®プ
ラットフォーム

を使った

面倒だった、症例データ用紙の配布・回収・集計…。
らくらく症例フォームを使えば、記入もらくらく、回収もらくらく！

賢いフォームで入力らくらく！

ボタンひとつで返送らくらく！

集計・分析もらくらく！ FileMaker Pro 14 ならもっと！

FileMaker、ファイルメーカーは、米国およびその他の国々で登録された FileMaker, Inc. の
商標です。ファイルフォルダロゴおよびFileMaker WebDirectは、FileMaker, Inc.の商標です。

症例データの記入用フォームはFileMaker® Proで作成されています。フォームの配布先では、
データを入力するために特別なアプリを購入したり、通信インフラを用意する必要はありません。
PCでも、Macでも、iPadでも。オンラインでもオフラインでも。配布先の環境に柔軟に対応します。

FileMaker プラットフォームの優れたユーザインターフェースをもとに作られたフォーム自体が入力を
賢くアシスト。誰でも症例データを簡単に、次々と、らくらく入力できます。

入力が終わったら、ボタンひとつで症例データをまとめてメール返送。
大量の紙を郵送したり FAXしたりする必要はもうありません。

配布先から返送されてくる症例データは一般的なMicrosoft Officeファイルなので、集計・分析も
自由自在。FileMaker Pro 14なら、拡張されたSQL対応を使うことで自由度が高くなり、集計・
分析やデータ整理などの前処理がスムーズに。



どうして「らくらく」？
●どうして「コストゼロで導入らくらく」？
症例データ入力フォームは Windows/Mac 用アプリ

（ランタイムソリューション）としても配布できる　ので、
配布先に特別なアプリを購入していただく必要はなく、既存の
PC、Mac でご利用いただけます。無料の FileMaker Go でも
利用できるので iPad でもご利用可能です。
フォームは、ネット経由で配布したり、メールに添付したり、
USB メモリで渡したりすることもできます。
入力中はネット接続の必要がないので、ネットを利用しづらい
配布先でもご利用いただけます。

●どうして「入力らくらく？」
症例データ入力フォーム自体がデータ入力を賢くアシスト
します。FileMaker プラットフォームのすぐれたユーザインター
フェースと、症状に関する知見を組み合わせて、間違いのない
フォームを構成できます。
症例データ入力フォーム内のデータベースにすべての症例を
蓄積するので、症例の数だけファイル／シートを複製する、
といった手間は必要ありません。

●どうして「返送らくらく？」
症例データを入力し終わったら、「入力したデータを返送」
ボタンをクリック／タップするだけで、メール画面が起動して
データベースがファイルの形で添付されます。通常のメール
同様に送信　していただくことで、データベースが配布者の
メールボックスに届きます。

返送されてくるデータベースは一般的な Microsoft Office の
ファイルなので、集計や分析を行うためのソフトウェアに
容易にインポートできます。
FileMaker Pro 14 をご使用であれば、返送されてきたデータを
インポートし、集計・分析の前処理としてデータの整理を行う
ことが可能です。
拡張された SQL 対応によって、特別なデータベースサーバを
用意することなく、高度なデータ操作が可能となりました。

実績あるソリューションを、ニーズにあわせてカスタマイズいたします。

研究・調査対象の事例にあわせて、お客様がお持ちの知見を反映するかたちでフォームのカスタマイズを承りますので、
どうぞお気軽にお問い合わせ願います。

計測技研の FileMaker ソリューション：http://www.kgc.co.jp/its/cases/index.html

本ソリューションはすでに複数のお客様にご利用いただき、ご好評をいただいております。

調査や研究で症例データを集める際、対象とする施設が多くなるほど、IT 環境や IT スキルの違いから収集方法が限られて
しまう傾向があります。“入力する側の負担も少なく、集計も容易な電子的手段を使いたい。” そんなニーズにお応えするのが
「症例データらくらく回収ソリューション」です。
本ソリューションでは、FileMaker Pro を使用して作成した「症例データ入力フォーム」Windows/Mac 用アプリ（ランタイム
ソリューション）、または FileMaker ファイルとして配布することで、様々な IT 環境でのデータ入力から返送・集計までの手間を
削減できます。

●どうして「集計・分析らくらく？」

多くの症例を集めたいけれど、あの診療所にはパソコンに詳しい人が

いないから、結局紙で…。紙だと記入の手間もかかるので回収が

遅れがちだし、記入ミスも多い。回収したらパソコンに入力する手間も

あるし…。

※ランタイムソリューション版を作成するには、FileMaker Pro　　　
　Advanced が必要です。

※メールの送信時には、配布先にネット接続環境が必要です。

※

※


